
令和８年度 入 学 試 験 問 題

医 学 部 （Ⅱ期）

英 語（必須）
数 学・国 語（選択）

注 意 事 項

１．試験時間 令和�年�月�日，午前�時３０分から１１時５０分まで

２．配付した試験問題（冊子），解答用紙の種類は次のとおりです。

 試験問題（冊子，左折り）（表紙・下書き用紙付）

英 語

数 学（その�），（その�）

国 語（その�），（その�）

 解答用紙

英 語 �枚（上端黄色）（右肩落し）

数 学（その�） �枚（上端茶色）（右肩落し）

〃 （その�） �枚（上端茶色）（左肩落し）

国 語（その�） �枚（上端紫色）（右肩落し）

〃 （その�） �枚（上端紫色）（左肩落し）

数学，国語は選択した�教科（受験票に表示されている）が配布されています。

３．下書きが下書き用紙で足りなかったときは，試験問題（冊子）の余白を使用して下さい。

４．試験開始�時間以降は退場を許可します。但し，試験終了１０分前からの退場は許可しません。

５．受験中にやむなく途中退室（手洗い等）を望むものは挙手し，監督者の指示に従って下さい。

６．休憩のための途中退室は認めません。

７．退場の際は，この試験問題（冊子）を一番上にのせ，挙手し，監督者の許可を得てから，受験

票，試験問題（冊子），下書き用紙および所持品を携行の上，退場して下さい。

８．試験終了のチャイムが鳴ったら，直ちに筆記をやめ，おもてのまま上から解答用紙〔英語，

数学（その�），数学（その�），または，国語（その�），国語（その�），計�枚〕，試験問題（冊子）

の順にそろえて確認して下さい。

確認が終っても，指示があるまでは席を立たないで下さい。

９．試験問題（冊子）と下書き用紙は持ち帰って下さい。

１０．監督者退場後，試験場で昼食をとることは差支えありません。ゴミ入れは場外にあります。

１１．午後の集合は�時です。

◇Ｍ１（１６７―１）



科目 大問 出典情報

英語 大問２

National Institute of Health・Department of Health and Human Services, NIH News in Health,

"Buffering Childhood Stress -- Safe, Secure Relationships for Better Health." , 2024

https://newsinhealth.nih.gov/2024/07/buffering-childhood-stress

NIH News in Health

国語 大問１ 村上陽一郎、近代科学を超えて、講談社、2020、pp.108-116



� 次の各組の単語には，第一アクセントのある位置が異なる単語が一つあります。その記号を答

えなさい。

１．Ａ．penetrate Ｂ．compensate Ｃ．multiply Ｄ．contradict

２．Ａ．sequence Ｂ．disgust Ｃ．spectrum Ｄ．worship

３．Ａ．obscure Ｂ．pregnant Ｃ．decent Ｄ．jealous

４．Ａ．expire Ｂ．foresee Ｃ．rescue Ｄ．proclaim

５．Ａ．subjective Ｂ．terrific Ｃ．intrinsic Ｄ．juvenile

英 語

― １ ― ◇Ｍ１（１６７―２）



� 下記の英文を読み，空欄（ � ）～（ � ）に入れるのに最も適切な語を次の選択肢から選ん

で，文脈に応じて必要があれば適切な形に変えたうえで，解答欄に書きなさい。各語は一回だけ

使用できます。

選択肢：adapt develop face go grow last manage put

［�］ All kids feel stressed from time to time. They may worry about friends, homework, or

a big test. Stress is normal. But some kids（ � ）through extremely stressful or

traumatic situations. These can lead to physical and mental health conditions later in life.

Scientists are studying the long-term consequences of early life difficulties. And they’re

looking for ways to protect kids from the health effects.

［�］ “Normal stressors, or stressful experiences, that we all experience on a regular basis

tend to be things that one can reasonably（ � ）. Or, in the case of a child, with the

help of a supportive caregiver,” says Dr. Nim Tottenham, a professor of psychology at

Columbia University.

［�］ “Normal stress is essential in life for growth and learning,” explains Dr. Jing Yu, an

NIH expert on child development. “Positively（ � ）to normal stress can promote a

child’s performance and skill development.”

［�］ But stress can become toxic if it（ � ） for extended periods or results from

traumatic experiences. For children, examples include physical, sexual, or emotional

abuse. Or, it can be（ � ）up in a family with a lot of conflict between people. Living

with people who have severe mental health or substance use disorders can also be a

cause. So can neighborhood violence, discrimination, and significant poverty. These

circumstances can（ � ）kids at risk for mental health disorders. They can also lead

to academic or social difficulties.

［�］ “Children are still（ 	 ）the skills to respond to stress,” Yu says. “When children

experience heightened or chronic stress, it can affect their ability to respond. That can

have a long-term negative impact on their future health.”

［�］ Not all kids who（ � ）early life difficulties have health issues later on. Positive life

experiences and relationships can also shape youth outcomes. Safe, stable, and trusting

relationships can help guard against stressful circumstances.

［Adapted from NIH News in Health: “Buffering Childhood Stress ― Safe, Secure Relationships for Better
Health.” July２０２４. https://newsinhealth.nih.gov/２０２４/０７/buffering-childhood-stress］

― ２ ― ◇Ｍ１（１６７―３）



� 次の各文の（ ）の中に入れるのに最も適切な表現を一つずつ選び，記号で答えなさい。

１．Prior to（ ）the students, the teacher instructed them to send him an email as soon

as they got home.

Ａ．having dismissed Ｂ．dismissing Ｃ．dismissal Ｄ．dismiss

２．While I was walking through an unfamiliar town during my trip, I（ ）by surprise

when a stranger suddenly spoke to me in Japanese.

Ａ．took Ｂ．had been taken Ｃ．was taken Ｄ．have had taken

３．Preschool children are not allowed to ride this attraction（ ）accompanied by a

guardian.

Ａ．although Ｂ．unless Ｃ．because Ｄ．in spite of

４．I’m glad to hear that you are enjoying the conference. It’s a good opportunity to make

friends with people you might not（ ）meet.

Ａ．besides Ｂ．thus Ｃ．otherwise Ｄ．instead

５．No matter how hard we tried to persuade him, he（ ）agree with our idea.

Ａ．shouldn’t Ｂ．wouldn’t Ｃ．might not Ｄ．must not

６．Research suggests that taking this medicine within two days of developing symptoms

（ ）reduce the risk of death from a serious case of the flu.

Ａ．can Ｂ．had better Ｃ．ought Ｄ．supposed to

７．（ ）the regulations, attendance at every staff meeting is mandatory for all faculty

members.

Ａ．Under Ｂ．Over Ｃ．To Ｄ．In

８．（ ）your invaluable guidance and support, I couldn’t have finished the program.

Ａ．Were if not for Ｂ．If it hadn’t been for

Ｃ．If it is not for Ｄ．Had not been for

９．He fainted after witnessing the scene but came（ ）after a short while.

Ａ．along Ｂ．about Ｃ．around Ｄ．across

― ３ ― ◇Ｍ１（１６７―４）



１０．Overlooking such a simple mistake shows（ ）inattentive I was.

Ａ．why Ｂ．if Ｃ．how Ｄ．whether

１１．（ ）is often the case in summer, some flights were delayed due to the typhoon.

Ａ．Which Ｂ．That Ｃ．This Ｄ．As

１２．（ ）his talent as his passion that led to his success as a soccer player.

Ａ．It were not as much Ｂ．It was not so much

Ｃ．It was not much Ｄ．It was not as much as

１３．（ ）was only recently that the functions of the human brain came to be understood.

Ａ．What Ｂ．Which Ｃ．That Ｄ．It

― ４ ― ◇Ｍ１（１６７―５）



� 著作権処理許諾が得られなかったため未収録

― ５ ― ◇Ｍ１（１６７―６）
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� 著作権処理許諾が得られなかったため未収録

― ７ ― ◇Ｍ１（１６７―８）



― ８ ― ◇Ｍ１（１６７―９）



― ９ ― ◇Ｍ１（１６７―１０）



� k，nは正の整数として，二項係数 nC k＝
n!

k!（n－ k）!を考える。（�＋ x）
nの二項展開を利用

し以下の  から  を nの式で表せ。ただし，結果は可能な限り共通因数でま

とめること。

 �
���

�

nC k＝ 

 �
���

�

nC kk＝  ×


�

 �
���

�

nC kk２＝  ×


２２

 �
���

�

nC kk３＝  ×


２３

数 学 （その�）
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� 次の各問いに答えよ。ただし，答えは結果のみを解答欄に記入せよ。

 （１―１） 関数 f（x）＝�x （�≦ x≦２０２５）に対して
f（２０２５）－ f（�）
２０２５－� ＝ f′（c）， �＜ c＜２０２５

を満たす実数 cの値を求めよ。ここで，f′（c）は x＝ cにおける微分係数を表す。

（１―２） �次の近似式を用いて�２０２５＋�の近似値を小数第�位まで求めよ。

 x，yが関係式

x２

� －
y２

� ＝�， y≠�

を満たすとき，次の を x，yを用いて答えよ。

dy
dx
＝
（２―１）

（２―２）
， d２y

dx２
＝ －�
（２―３）

 次の関係式を満たす関数 f（x）を求めよ。ただし，f′（ t）は f（ t）の導関数を表す。

f（x）＝�＋ xx＋ �
�

�
�

t－ t f′（ t）dt， x＞�

 平面上に点 O，A，Bをとり���OA�＝���OB�＝��，��OA・��OB＝�とする。�点 O，A，B
と同一平面上に次の�つの条件：

��
OA・��OC＝�＋ �

��，
��
OB・��OC＝�＋��

を満たす点 Cをとる。このとき，次の を適切な数値で埋めよ。

���OC�２＝
（４―１）

（４―２）
， cos∠ABC＝

（４―３）

（４―４）
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� a＞�と す る。xyz空 間 に お い て，平 面 z＝�上 で，曲 線 x２＋ y２

� ＝ a
２を C１，曲 線

x２

� ＋ y
２＝ a２を C２とする。また，曲線 C１と C２の両方で囲まれる図形を Aとし，その面積を

Sとする。次の各問いに答えよ。ただし，答えは結果のみを解答欄に記入せよ。

 C１と C２の交点の座標をすべて求めよ。ただし，解答欄には各座標を（x，y，�）の形式で記

入せよ。

 図形 Aの面積 Sを求めよ。

 原点を Oとする。z軸上の点 P（�，�，a），および，図形 Aの境界線上の点 Qを考える。

点 Qが図形 Aの境界線上を�周するときに三角形 POQが通過してできる立体の体積 Vを求

めよ。

数 学 （その�）
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� X君と Y君があるゲームを行う。�つの箱が用意され，そのうちの�つの箱にだけ賞品が

入っている。X君はどの箱に賞品が入っているか知らない。まず X君が�つの箱から�つの箱

を選ぶ。その中に賞品が入っていれば X君はその賞品を獲得できる。次の各問いに答えよ。た

だし，答えは結果のみを解答欄に記入せよ。

 X君が選んだ箱をただちに開けたとき，X君が賞品を獲得できる確率を求めよ。

 X君が選んだ箱を開ける前に，Y君は X君が選んだ箱以外の�つの箱から，無作為に�つ

の箱を選び，ただちに開けて X君に見せたが，賞品は入っていなかった。X君は最初に選ん

だ箱をそのまま選択してもよいが，Y君が開けずに残した�つの箱のうちの�つの箱に選択を

かえてもよいことにする。

（２―１） 選択をかえないときに X君が賞品を獲得できる確率を求めよ。

（２―２） 選択をかえたときに X君が賞品を獲得できる確率を求めよ。

 Y君はどの箱に賞品が入っているか知っている。X君が選んだ箱を開ける前に，Y君は

X君が選んだ箱以外の�つの箱から，賞品が入っていない�つの箱を開けて X君に見せた。X

君は最初に選んだ箱をそのまま選択してもよいが，Y君が開けずに残した箱に選択をかえても

よいことにする。

（３―１） 選択をかえないときに X君が賞品を獲得できる確率を求めよ。

（３―２） 選択をかえたときに X君が賞品を獲得できる確率を求めよ。

― １３ ― ◇Ｍ１（１６７―１４）



�
�

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�

一

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
科
学
が
、
分
析
に
よ
る
還
元
主
義〈reductionism

〉を
尖
鋭
化
し
て
行
っ
た
過
程
は
、
そ

れ
な
り
に
歴
史
が
あ
る
。
そ
れ
と
同
じ
論
理
構
造
を
求
め
て
歴
史
を
遡
れ
ば
、
お
そ
ら
く
ギ
リ
シ
ア
の
デ
モ
ク
リ

ト
ス﹇
注
�
﹈、
エ
ピ
キ
ュ
ロ
ス﹇
注
�
﹈に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る「
原
子
論
」〈atom

ism

〉に
た
ど
り
つ
く
。
近
代
の

市
民
社
会
の
生
成
と
と
も
に
、「
個
人
」と
い
う
概
念
が
確
立
さ
れ
、
社
会
も「
個
人
」の
集
合
と
し
て
把
握
さ
れ
る

に
至
っ
て
、
す
べ
て
の
思
想
の
前
線
に「
個
体
主
義
」〈individualism

〉が
拡
散
す
る
に
従
っ
て
、
時
あ
た
か
も

Ｐ
・
ガ
ッ
サ
ン
デ
ィ﹇
注
�
﹈ら
の
手
で
紹
介
さ
れ
た
エ
ピ
キ
ュ
ロ
ス
の「
原
子
論
」的
発
想
は
、
い
わ
ば
、ア
そ
う
し

た
歴
史
の
流
れ
と
完
全
に
並
行
し
て
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
近
代
科
学
の
基
本
前
提
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
自
然
現
象
を
分
析
し
、
よ
り
原
理
的
な
要
素
の
振
舞
い
と
し
て
記
述
し
よ
う
と
す
る
と

き
に
、



、
と
い
う
点
に
並
行
し
て
、
科
学
は
し
だ
い
に
分
化
、
専
門
化
へ
の
道
を
た
ど
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
な
る
ほ
ど
、
そ
う
し
た
歴
史
的
な
一
種
の〔

ア

〕が
あ
る
か
ら
と
は
い
え
、
い
や
む
し
ろ
、
そ

の
よ
う
な
歴
史
的
な
過
程
にａ
シ
バ
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
な
お
の
こ
と
、「
科
学
的
で
あ
る
」と
い
う
こ
と
を
ド
グ

マ
テ
ィ
ッ
ク
に「
分
析
的
で
あ
る
」と
定
義
し
て
お
い
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
か
ら
外
れ
る
も
の
を
す
べ
て

し
り
ぞ

「
非
科
学
的
」と
し
て
斥
け
る
こ
と
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

自
然
科
学
と
い
え
ど
も
、
歴
史
の〔

イ

〕で
あ
る
。
社
会
の
、
時
代
の
、
思
考
のｂ
ジ
ュ
ン
キ
ョ
枠
に
従
っ

て
、
変
化
し
、
変
動
す
る
人
類
の
知
的
営
み
の
一
部
で
あ
る
こ
と
は
、
他
の
領
域
と
本
質
的
に
変
ら
な
い
。
わ
れ

わ
れ
は
、
そ
の
意
味
で
、
ま
た



で
あ
る
。
だ
か
ら
、「
科
学
的
」＝

「
分
析
的
」と
い
う
ド
グ
マ
か
ら
逃

れ
ら
れ
な
い
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
ま
た
、



は
、
未
来
の
歴
史
の
母
で
も
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
わ

れ
わ
れ
は
、「
科
学
的
」に
対
し
て
、「
分
析
的
」以
外
の
定
義
を
与
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。
そ
し
て
そ
う
し
た
ま
っ
た
く
新
し
い
論
理
構
造
の
な
か
に
科
学
を
位
置
づ
け
た
と
き
、
専
門
化
や
分
化
に
伴

う
弊
害
も
、
ま
っ
た
く
新
し
い
視
点
か
ら
見
直
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
し
た
問
題
意
識
を
整
理
す
る
に
は
、
医
学
は
ま
こ
と
に
好
便
で
あ
る
。
医
学
に
対
し
て
はｃ
キ
ョ
ク
ガ
イ

シ
ャ
の
私
の
眼
に
も
、
昨
今
の
医
学
の
分
化
、
専
門
化
の
激
し
さ
は
あ
る
程
度
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
、
専
門
家

の
そ
の
分
野
で
のｄ
ジ
ュ
ク
タ
ツ
し
た
知
識
と
技
術
が
、
チ
ー
ム
と
し
て
結
集
さ
れ
た
と
き
の
す
ぐ
れ
た
効
果
も
、

ま
た
、
そ
れ
が
食
い
違
っ
た
と
き
の
大
き
な
危
険
も
、
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
私
が
こ
こ
で
扱
お
う
と
し
て
い

る
問
題
は
、
も
う
少
し〔

ウ

〕な
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

医
学
は「
科
学
的
」で
あ
る
か
。
ま
た
あ
り
得
る
か
。

こ
の
問
は
、
決
し
て
見
か
け
ほ
ど
ナ
ン
セ
ン
ス
で
は
な
い
。
と
く
にイ「
科
学
的
」と
い
う
言
葉
の
定
義
を
す
で
に

見
た
よ
う
な
形
で
与
え
て
お
く
こ
と
を
前
提
と
す
る
限
り
で
は
。

国

語（
そ
の
�
）

◇
Ｍ
１（
１６７―

１５）
―
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―
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な
る
ほ
ど
、
科
学
の
発
達
と
と
も
に
、
人
体
に
関
す
る
科
学
的
知
見
は
、
驚
く
ほ
ど
増
大
し
た
。
た
と
え
ば
、

皮
膚
の
感
覚
受
容
器
に
対
す
る
機
械
的
刺
激
が
ど
の
よ
う
に
し
て
神
経
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
経
て
中
枢
や
反
射
弧

に
伝
え
ら
れ
る
か
。
刺
激
の
伝
達
と
い
う
マ
ク
ロ
な
現
象
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
・
イ
オ
ン
の
ポ
ン
ピ
ン
グ
と
か
、
そ

れ
に
よ
る
電
位
差
な
ど
、
よ
り
ミ
ク
ロ
な
概
念
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
物
質
の
振
舞
い
か
ら
記
述
さ
れ
る
。
そ
う

し
た
知
見
が
、
実
際
の
医
療
に
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
は
、
一
応
ヌ
キ
に
し
て
、



「
科
学
」の
論
理
は
、
医
学
に
お
い
て
も
、
つ
ね
に
、
徹
底
的
に
行
わ
れ
る
。
病
原
体
と
病
気
と
の
関

係
も
、
そ
う
し
た
論
理
の
適
用
の
結
果
で
も
あ
る
し
、
免
疫
な
ど
の
抗
原
・
抗
体
反
応
を
高
分
子
レ
ヴ
ェ
ル
で
解

明
す
る
こ
と
も
、
ま
さ
し
く
そ
の
結
果
の
一
つ
で
あ
る
。
か
く
し
て
医
学
は
、
立
派
に
科
学
的
で
は
な
い
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
全
部
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
も
と
も
と
、
病
気
は
ギ
リ
シ
ア
語
で
は
パ
テ
ー

マ〈pathem
a

〉と
呼
ば
れ
た
。
病
理
学〈pathology

〉の
語
源
で
あ
る
。
パ
テ
ー
マ
と
は「
苦
し
み
」と
か「
苦
し
み

を
受
け
る
こ
と
」と
か
い
っ
た
意
味
に
関
わ
る
語
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
キ
リ
ス
卜
の
受
難
や
そ
れ
を
扱
っ
た
楽

曲
、
劇
な
ど
が
パ
シ
ォ
ン〈passion

〉と
呼
ば
れ
る
の
も
、
ペ
ー
ソ
ス
や
パ
セ
テ
ィ
ク
と
い
っ
た
語
が「
悲
哀
」の

含
意
を
も
つ
の
も
、
語
源
が
同
じ
だ
か
ら
で
あ
る
。



。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
苦
し
み
と
は
一
体
何
だ
ろ
う
。
苦
し
み
は
、
傍
ら
の
人
が
そ
れ
と
指
せ
る
よ
う
な
、
つ
ま

り「
客
観
的
」な
も
の
で
は
な
い
。
百
日
咳
の
咳
込
み
は
、
見
て
い
て
も
い
か
に
も
苦
し
そ
う
だ
。
自
動
車
事
故
に

よ
る
骨
折
や
挫
傷
は
い
か
に
も
痛
そ
う
だ
。
し
か
し「
苦
し
い
」の
と「
苦
し
そ
う
だ
」と
は
違
う
。「
痛
い
」と「
痛

そ
う
だ
」と
は
違
う
。「
苦
し
み
」や「
痛
み
」は



。
だ
れ
も
、
咳
込
ん
で
い
る
百
日
咳
の
小
児
の
苦
し

し
ん
ぎ
ん

み
を
苦
し
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
ベ
ッ
ド
の
上
でウ
呻
吟
す
る
事
故
負
傷
者
の
痛
み
を
痛
む
こ
と
は
、
た
と
え
患
者

の
最
愛
の
妻
や
母
親
で
あ
っ
て
も
他
人
に
は
で
き
な
い
。「
他
人
の
苦
し
み
を
自
分
の
苦
し
み
と
す
る
」と
い
う
言

葉
は
、
表
現
と
し
て
は
判
る
が
、〔

エ

〕に
不
可
能
で
あ
る
。「
他
人
の
苦
し
み
を
自
分
の
苦
し
み
」と
し
て
本

当
に
感
じ
る
人
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
も
は
や
そ
の
人
の
感
じ
て
い
る「
苦
し
み
」は
、
決
し
て「
他
人
の
」も
の
で
は

な
く
、
ま
さ
し
く「
自
分
の
苦
し
み
」に
ほ
か
な
ら
な
い
。

「
苦
し
み
」「
痛
み
」は
、
主
観
的
な
も
の
で
あ
る
。
ど
れ
ほ
ど「
苦
し
み
を
共
に
す
る
」こ
と
、
つ
ま
り

〈sym
pathy

〉（
同
情
）が
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
変
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
そ
も
そ
も
、「
苦
し
み
」や「
痛
み
」は

「
科
学
」の
対
象
に
は
な
り
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
痛
み
の
作
用ｅ
キ
ジ
ョ
は
か
な
り
判
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
だ
が
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
受
容
器
と
し
て
の
神
経
細
胞
の
膜
の
透
過
性
が
、
刺
激
に
よ
っ
て
突
然
変
化
を
起
す
、
す
る
と

イ
オ
ン
の
平
衡
状
態
が
崩
れ
て
、
膜
の
内
外
に
電
位
差
が
生
ず
る
、
…
…
痛
み
は
、
そ
う
し
た
形
で「
科
学
的
」に

記
述
さ
れ
説
明
さ
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ
が「
痛
み
」な
の
だ
ろ
う
か
。
明
ら
か
に
そ
う
で
は
な
い
。「
痛
み
」は
主
観

の
側
の
感
覚
の
現
象
で
あ
る
。
し
か
し
前
述
の
ご
と
き「
痛
み
の
説
明
」は
客
観
的
物
質
現
象
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
た
と
え
前
述
の
ご
と
き
客
観
的
現
象
が
起
っ
て
い
な
く
て
も
、
主
観
の
現
象
と
し
て
は「
痛
ん
で
」い
る
、
と

い
う
可
能
性
を
永
久
に
排
除
で
き
な
い
。



だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
医
学
は
、「
科
学
的
」で
あ
り
得
る
部
分
も
あ
る
が
、
し
か
も
な
お
、
永
遠
に
、
従
来
の〔

オ

〕

規
定
の
枠
内
で
の「
科
学
的
」で
は
あ
り
得
な
い
と
こ
ろ
が
残
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
神
経
、
筋
肉
、
器
官
、

細
胞
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
析
段
階
に
応
じ
て
、
相
対
的
に
ミ
ク
ロ
な
知
見
が
積
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み
重
ね
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
に
お
け
る
専
門
的
な
理
論
体
系
が
で
き
上
が
っ
て
行
く
。
そ
の
理
論
体
系
は
、

そ
の
レ
ヴ
ェ
ル
よ
り
も
少
な
く
と
も
一
段
階
高
次
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
概
念
や
法
則
を
詳
細
、
か
つ
で
き
る
限
り
完

全
に
記
述
・
説
明
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
医
学
は
科
学
的
で
な
い
と
は
も
ち
ろ
ん
言
え
な
い
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
医
学
は
、
そ
の
出
発
点
に
お
い
て
、
患
者
の
苦
し
み
を
取
り
除
く
と
い
う
大
前
提
を
忘
れ
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
そ
れ
を
忘
れ
た
と
き
、
医
学
は
医
学
と
し
て
の
存
立
基
盤
を
失
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、

「
苦
し
み
」は
、
科
学
的
分
析
か
ら
は
決
し
て
検
出
さ
れ
な
い
。「
苦
し
み
」は
、
人
間
と
い
う
一
個
の
全
体
的
な
存

在
の
主
観
的
側
面
と
し
て
あ
る
。
も
し「
先
後
関
係
」と
い
う
概
念
を
使
う
と
す
れ
ば
、
つ
ね
に



は
後

で
あ
る
。

「
苦
し
み
」は
、
主
体
と
い
う
人
間
の
形
成
す
る
全
体
的
な「
場
」の
一
つ
一
つ
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
登
場
す

る
。
足
を
一
本
と
り
出
し
て
、
針
で
突
つ
い
て「
痛
い
で
す
か
」と
き
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
切
り
取
っ

て
し
ま
っ
て
も
う
な
い
は
ず
の
右
足
の
つ
ま
先
が「
痛
み
ま
す
か
」と
人
に
き
く
こ
と
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
十
分

意
味
が
あ
る
。
痛
み
や
苦
し
み
は
、
時
間

空
間
の
キ
ャ
ン
バ
ス
の
な
か
に
分
析
さ
れ
た
物
質
要
素
の
振
舞
い
を

詳
細
に
描
き
上
げ
る
こ
と
で
済
む
も
の
で
は
な
い
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
あ
た
か
も
医
学
に
お
い
て
の
み
本
質
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
か
も
知
れ
な
い

が
、
し
か
し
、
実
は
、
科
学
全
般
の
、
あ
の「
分
析
の
論
理
」に
つ
い
て
多
か
れ
少
か
れ
あ
て
は
ま
る
。
現
象
の
レ

ヴ
ェ
ル
を
降
り
れ
ば
、
降
り
た
だ
け
何
か
が
失
わ
れ
る
。
医
学
の
場
合
、
ど
う
し
て
も「
苦
し
み
」を
感
ず
る「
場
」

と
し
て
の
一
個
の
全
体
的
人
間
と
い
う
現
象
の
レ
ヴ
ェ
ル
か
ら
、
下
降
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
実
際
上

の
足
か
せ
を
は
め
ら
れ
て
い
る
特
殊
事
情
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
医
学
者
は
自
ら
の
分
科

〈F
ach

〉﹇
注
�
﹈に
専
門
と
し
て
の
分
析
的
な
眼
と
頭
と
を
も
つ
と
同
時
に
、
全
体
的
な
人
間
と
い
う
統
合
的
な

視
点
を
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
要
求
さ
れ
る
。
医
学
界
の
現
状
が
、
こ
の
要
求
を
ど
こ
ま
で
満
た
し
て
い
る
か
は

せ
い
ち
ゅ
う

ま
た
別
の
問
題
で
あ
る
。
だ
が
、エ
科
学
一
般
も
ま
た
、
同
じ
掣
肘
の
中
に
本
来
あ
る
は
ず
な
の
だ
。

科
学
の
発
展
の
原
動
力
は
、
未
知
の
も
の
へ
の
好
奇
心
で
あ
っ
た
り
、
実
際
的
な
要
求
で
あ
っ
た
り
、
名
誉
欲

で
あ
っ
た
り
、
種
々
様
々
だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
最
終
的
な
目
標
が
、
ち
ょ
う
ど
医
学
の
そ
れ
が「



の
た
め
に
」あ
る
よ
う
に
、「
人
類
の
た
め
に
」と
い
う
と
こ
ろ
に
な
い
の
な
ら
、
人
類
の
知
的
営
み
と
し
て
は
、

自
己
破
産
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
、
科
学
は
、
ま
さ
に
そ
こ
に
統
合
化
の
視
点
を
も
っ
て
い
る
は
ず
な
の
で

あ
る
。

具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、「
分
析
と
総
合
」と
い
う「
科
学
的
」な
思
考
法
の
前
提
を
疑
っ
て
み
る
作
業

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は「
分
析
的
で
あ
る
」こ
と
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の
自
然
現
象
へ
の
迫

し
ゅ
ん
き
ょ

り
方
を「
非
科
学
的
」と
し
て
頭
か
ら
峻
拒
し
て
し
ま
わ
な
い
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
全
体
的
な
現
象
把
握
、

現
象
を
現
象
と
し
て
そ
の
ま
ま
と
ら
え
る
、
と
い
う
方
法
を
、
ど
こ
か
で
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
よ

り
、
そ
の
発
想
を
、
す
べ
て
の「
分
析
」の
出
発
点
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
分
析
」は
科
学
の
一
つ
の
手
段
で

は
あ
っ
て
も
目
的
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
目
的
を
回
復
す
る
た
め
の
新
し
い
発
想
が
切
に
望
ま
れ
て
い
る
ゆ
え

ん
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
昨
今
も
て
は
や
さ
れ
る「
学
際
的
」研
究
も
、
そ
れ
が
単
に
、
あ
る
専
門
領
域
と
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別
の
専
門
領
域
と
の
学
者
が
共
同
研
究
を
す
る
と
か
、
あ
る
分
析
レ
ヴ
ェ
ル
と
、
そ
れ
に
隣
接
す
る
分
析
レ
ヴ
ェ

ル
と
の
間
に
、
新
し
い
分
析
レ
ヴ
ェ
ル
を
設
け
る
、
と
い
っ
た
よ
う
な
考
え
方
か
ら
は
、
重
要
な
発
展
を
期
待
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
要
は
、「
人
類
の
た
め
に
」と
い
う
科
学
の
目
的
を
、
全
体
的
現
象
の
把
握
の
な
か
に
活
か

す
た
め
の
方
法
論
を
知
る
こ
と
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
が
学
際
的
研
究
の
特
質
と
な
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

分
析
を
方
法
と
す
る
限
り
、
科
学
内
部
で
の
専
門
化
は
不
可
避
で
あ
り
、
そ
れ
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は

な
い
。
問
題
の
核
心
は
、
平
凡
な
結
論
の
よ
う
だ
が
、



し
、
科
学
に
対
し
て
、
よ
り
柔
軟
な
論
理
構

造
の
枠
組
み
を
許
す
こ
と
に
あ
る
。
そ
う
し
た
柔
構
造
が
、
結
果
的
に
、「
人
類
の
た
め
に
」と
い
う
科
学
の
目
標

を
、
科
学
の
外
部
に
で
は
な
く
、
科
学
の
内
部
に
、
改
め
て
設
定
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
と
き
わ
れ

わ
れ
は
、
専
門
分
化
の
弊
を
の
り
越
え
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

村
上
陽
一
郎『
近
代
科
学
を
超
え
て
』よ
り（
一
部
省
略
・
一
部
改
変
）

﹇
注
�
﹈
デ
モ
ク
リ
ト
ス：

（
紀
元
前
四
六
〇
頃
〜
紀
元
前
三
七
〇
頃
）古
代
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
。

﹇
注
�
﹈
エ
ピ
キ
ュ
ロ
ス：

ま
た
は
エ
ピ
ク
ロ
ス（
紀
元
前
三
四
一
頃
〜
紀
元
前
二
七
〇
頃
）古
代
ギ
リ
シ
ア
の

哲
学
者
。

﹇
注
�
﹈
Ｐ
・
ガ
ッ
サ
ン
デ
ィ：

（
一
五
九
二
〜
一
六
五
五
）フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
。

﹇
注
�
﹈

F
ach

（
フ
ァ
ッ
ハ
）：

ド
イ
ツ
語
で
、「
専
門
分
野
」や「
学
科
」を
意
味
す
る
。

◆
以
下
、
原
則
と
し
て
、
記
述
問
題
は
カ
ギ
カ
ッ
コ
や
句
読
点
等
の
記
号
も
一
字
分
と
し
て
数
え
る
こ
と
。
ま

た
、
冒
頭
の
一
字
下
げ
は
不
要
。

設
問
�

傍
線
部
ア「
そ
う
し
た
歴
史
の
流
れ
」と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
、
四
〇
字
以
上
五
〇
字
以
内
の

文
で
答
え
な
さ
い
。

設
問
�

空
欄



に
入
る
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

そ
の
歴
史
を
ど
の
よ
う
に
記
述
す
る
か

イ

そ
の
分
析
の
メ
ス
を
ど
こ
で
止
め
る
か

ウ

そ
の
記
述
の
開
始
を
い
つ
か
ら
と
み
る
か

エ

そ
の
要
素
を
ど
こ
ま
で
歴
史
的
に
振
り
返
る
か

オ

そ
の
基
本
前
提
が
機
能
す
る
か
し
な
い
か

設
問
�

文
中
に
二
箇
所
あ
る
空
欄



に
入
る
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。

ア

自
然
の
子

イ

要
素
の
子

ウ

現
代
の
子

エ

歴
史
の
子

オ

過
去
の
子

設
問
�

傍
線
部
イ「『
科
学
的
』と
い
う
言
葉
の
定
義
を
す
で
に
見
た
よ
う
な
形
で
与
え
て
お
く
こ
と
」と
あ
る

が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
、
一
五
字
以
上
二
〇
字
以
内
の
文
で
答
え
な
さ
い
。◇

Ｍ
１（
１６７―

１８）
―
１７
―



設
問
�

空
欄



に
入
る
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

人
体
に
関
す
る
科
学
的
知
見
を
、
物
質
の
振
舞
い
か
ら
記
述
し
よ
う
と
す
る

イ

ミ
ク
ロ
な
概
念
を
、
物
質
の
振
舞
い
と
し
て
丁
寧
に
記
述
す
る
こ
と
を
め
ざ
す

ウ

具
体
的
な
用
途
や
実
用
的
な
価
値
よ
り
、
ま
ず
は
科
学
的
な
真
理
を
探
究
し
よ
う
と
す
る

エ

マ
ク
ロ
な
現
象
を
、
分
析
に
よ
っ
て
ミ
ク
ロ
な
世
界
へ
還
元
し
よ
う
と
す
る

オ

感
覚
受
容
器
に
対
す
る
機
械
的
刺
激
を
、
物
質
の
振
舞
い
と
し
て
記
述
し
よ
う
と
す
る

設
問
�

空
欄



に
入
る
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

科
学
と
苦
し
み
は
語
源
か
ら
し
て
無
縁
で
は
な
い

イ

病
気
と
は
、
ま
さ
し
く
苦
し
み
で
あ
る

ウ

医
学
は
宗
教
と
も
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

エ

な
ん
で
あ
れ
、
語
義
を
語
源
か
ら
理
解
す
る
と
そ
の
本
質
が
見
え
て
く
る

オ

苦
し
み
や
悲
し
み
は
、
宗
教
的
芸
術
の
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る

設
問
�

空
欄



に
入
る
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
「
客
観
的
」で
あ
る
こ
と
を
超
え
て
い
な
い

イ
「
客
観
的
」に
は
な
り
得
な
い

ウ
「
客
観
的
」で
し
か
あ
り
得
な
い

エ
「
客
観
的
」な
の
か
も
し
れ
な
い

オ
「
客
観
的
」か
は
わ
か
ら
な
い

設
問
�

傍
線
部
ウ「
呻
吟
す
る
」と
あ
る
が
、
そ
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

苦
し
み
を
受
け
止
め
て
、
言
葉
や
詩
歌
と
し
て
表
す
こ
と
。

イ

苦
し
み
を
逃
れ
よ
う
と
し
て
、
神
の
言
葉
に
す
が
る
こ
と
。

ウ

苦
し
み
に
さ
い
な
ま
れ
、
眠
り
に
落
ち
た
り
目
覚
め
た
り
を
繰
り
返
す
こ
と
。

エ

苦
し
み
を
他
人
に
見
せ
ま
い
と
、
ひ
た
す
ら
が
ま
ん
す
る
こ
と
。

オ

苦
し
み
の
あ
ま
り
、
う
め
い
た
り
う
な
っ
た
り
す
る
こ
と
。

設
問
�

空
欄



に
入
る
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

客
観
的
に
し
か
、
そ
の
人
の「
痛
み
」の
原
因
は
知
り
得
な
い
も
の

イ
「
科
学
的
」に
記
述
さ
れ
説
明
さ
れ
る
以
外
に「
痛
み
」は
表
現
さ
れ
得
な
い
も
の

ウ

客
観
的
物
質
現
象
と
主
観
の
現
象
は
根
底
で
は
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の

エ
「
科
学
的
」に
言
え
ば
、「
痛
み
」の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
明
白
な
も
の

オ

客
観
的
に
は
、
そ
の
人
の「
痛
み
」は
絶
対
に
知
り
得
な
い
も
の

◇
Ｍ
１（
１６７―

１９）
―
１８
―



�
�
�
�
�
�

設
問
１０

空
欄



に
入
る
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

医
学
と
し
て
の
存
立
基
盤
が
先
に
あ
り
、
人
間
と
い
う
一
個
の
全
体
的
な
存
在

イ

科
学
的
分
析
が
先
に
あ
り
、
そ
の「
苦
し
み
」

ウ
「
苦
し
み
」が
先
に
あ
り
、
そ
の
科
学
的
分
析

エ

一
個
の
全
体
的
な
存
在
が
先
に
あ
り
、
そ
の「
苦
し
み
」

オ

人
間
が
先
に
あ
り
、
一
個
の
全
体
的
な
存
在

設
問
１１

傍
線
部
エ「
科
学
一
般
も
ま
た
、
同
じ
掣
肘
の
中
に
本
来
あ
る
は
ず
な
の
だ
」の「
掣
肘
」と
は「
干
渉
し

て
自
由
な
行
動
を
さ
せ
な
い
こ
と
」を
意
味
す
る
が
、
傍
線
部
エ
で
筆
者
が
い
わ
ん
と
す
る
の
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
か
、
文
脈
を
踏
ま
え
て
七
〇
字
以
上
八
〇
字
以
内
の
文
で
答
え
な
さ
い
。

設
問
１２

空
欄



に
入
る
二
文
字
の
語
句
を
本
文
中
か
ら
探
し
て
書
き
な
さ
い
。

設
問
１３

空
欄



に
入
る
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

科
学
的
で
あ
る
こ
と
と
分
析
的
で
あ
る
こ
と
と
を
等
置
と
考
え
る
ド
グ
マ
か
ら
脱
却

イ

ど
こ
ま
で
も
真
摯
に
分
析
を
進
め
、
非
科
学
的
で
あ
る
こ
と
を
常
に
拒
否

ウ

専
門
的
で
あ
る
こ
と
を
軽
視
し
て
学
際
的
で
あ
ろ
う
と
す
る
立
場
か
ら
復
帰

エ

分
析
的
で
あ
る
こ
と
と
学
際
的
で
あ
る
こ
と
が
両
立
不
可
能
と
い
う
偏
見
を
否
定

オ

学
際
的
で
あ
る
こ
と
に
満
足
せ
ず
専
門
的
で
あ
ろ
う
と
す
る
こ
と
を
重
視

設
問
１４

文
中
の〔

ア

〕か
ら〔

オ

〕に
入
る
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
五
つ

の
語
群
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

�
〔
ア
〕
必
要
性
〔
イ
〕
産
物
〔
ウ
〕
哲
学
的
〔
エ
〕
理
論
的
〔
オ
〕
科
学
的

�
〔
ア
〕
法
則
性
〔
イ
〕
結
果
〔
ウ
〕
学
術
的
〔
エ
〕
現
実
的
〔
オ
〕
分
析
的

�
〔
ア
〕
回
帰
性
〔
イ
〕
一
部
〔
ウ
〕
根
本
的
〔
エ
〕
経
験
的
〔
オ
〕
客
観
的

�
〔
ア
〕
必
然
性
〔
イ
〕
所
産
〔
ウ
〕
原
理
的
〔
エ
〕
論
理
的
〔
オ
〕
歴
史
的

�
〔
ア
〕
拘
束
性
〔
イ
〕
遺
物
〔
ウ
〕
論
争
的
〔
エ
〕
実
際
的
〔
オ
〕
医
学
的

設
問
１５

波
線
部
ａ
〜
ｅ
の
カ
タ
カ
ナ
を
文
意
に
即
し
て
漢
字
で
明
確
に
書
き
な
さ
い
。

ａ

シ
バ

ｂ

ジ
ュ
ン
キ
ョ

ｃ

キ
ョ
ク
ガ
イ
シ
ャ

ｄ

ジ
ュ
ク
タ
ツ

ｅ

キ
ジ
ョ
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二

次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

福
沢
諭
吉
は
、
蘭
学
の
先
人
の
業
績
に
き
わ
め
て
高
い
関
心
を
示
し
、
そ
の
学
問
の
（
コ
ウ
ミ
ャ
ク
）を
絶
や

す
こ
と
な
く
自
覚
的
に
継
承
し
よ
う
と
い
う
強
い
意
志
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
示
す
も
う
一
つ
の
事
例
と
し

て
、
杉
田
玄
白
の
回
想
録『
蘭
学
事
始
』を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
い
。

福
沢
が
後
年
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、『
蘭
学
事
始
』は
当
初
、「
蘭
東
事
始
」な
ど
の
書
名
で
、
写
本
と
し
て

（
ル
フ
）し
て
い
た
。
し
か
し
安
政
二（
一
八
五
五
）年
の
江
戸
大
地
震
に
よ
り
、
杉
田
家
は
（
ジ
ン
ダ
イ
）な
被

害
を
受
け
、
そ
の
原
本
も
写
本
も
す
べ
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
徳
川
末
期
、
福
沢
の

か
ん
だ
た
か
ひ
ら

友
人
で
あ
る
蘭
学
者
・
神
田
孝
平
が
偶
然
、
江
戸
・
湯
島
聖
堂
裏
の
露
店
で
、
一
冊
の
古
書
を
発
見
す
る
。
そ
れ

は
な
ん
と
、
こ
の
世
か
ら
喪
失
し
た
と
思
わ
れ
た
、
杉
田
玄
白
に
よ
る
幻
の
回
想
録
で
あ
っ
た
。
神
田
は
大
喜
び

で
そ
れ
を
福
沢
た
ち
学
友
に
伝
え
、
彼
ら
は
先
を
争
っ
て
写
本
し
た
。

み
つ
く
り
し
ゅ
う
へ
い

福
沢
は
当
時
、
親
友
の
箕
作
秋
坪
と
対
座
し
て
、
こ
の
写
本
を
く
り
か
え
し
読
ん
だ
。
福
沢
と
箕
作
は
い
つ

む
せ

も
、
蘭
学
の
先
人
た
ち
の
苦
心
や
剛
勇
、
誠
意
に
心
を
打
た
れ
、
二
人
し
て
涙
を
流
し
、「
感
涙
に
噎
び
て
無
言

に
終
わ
る
」の
が
常
で
あ
っ
た
と
い
う
。
時
は
明
治
維
新
の
動
乱
期
。
戊
辰
戦
争
の
戦
火
に
よ
り
、
杉
田
の
回
想

録
が
再
び
失
わ
れ
る
事
態
を
恐
れ
た
福
沢
は
、
自
ら
私
財
を
な
げ
う
っ
て
そ
れ
を
版
木
と
し
て
保
存
し
、
明
治
二

（
一
八
六
九
）年
、『
蘭
学
事
始
』の
出
版
を
実
現
さ
せ
た
。

こ
こ
に
も
自
ら
蘭
学
の
継
承
者
と
な
り
、
そ
の
伝
統
と
功
績
を
後
世
に
残
そ
う
と
試
み
る
福
沢
諭
吉
の
姿
が
う

か
が
え
る
。
福
沢
と
小
幡
は
、
前
野
良
沢
や
杉
田
玄
白
の
学
問
的
（
エ
イ
イ
）を
、「
自
我
作
古
の
業
」と
讃
え

い
に
し
え

な

た
。「
自
我
作
古
」は
、「
我
よ
り
古
を
作
す
」と
書
き
下
す
。（



）こ
と
を
意
味
す
る
。「
自
我
作
古
」と
い

う
語
は
、
杉
田
玄
白
の『
蘭
学
事
始
』に
見
ら
れ
る
。
福
沢
と
小
幡
が「
慶
應
義
塾
之
記
」を
著
す
際
に
、
杉
田
の

『
蘭
学
事
始
』か
ら「
自
我
作
古
」の
語
を
引
い
た
可
能
性
が
高
い
。

で
は
、
福
沢
諭
吉
た
ち
が
学
び
、
引
き
継
ご
う
と
し
た
蘭
学
の
営
み
と
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

「
自
我
作
古
」と
い
う
言
葉
を
手
が
か
り
に
、
そ
れ
を
探
っ
て
み
た
い
。「
自
我
作
古
」と
い
う
漢
語
自
体
は
、『
宋

く
と
う
じ
ょ

史
』や『
旧
唐
書
』な
ど
古
く
か
ら
中
国
の
書
籍
で
使
わ
れ
て
い
る
。
杉
田
よ
り
以
前
の
一
八
世
紀
前
半
、
古
方
派

か
が
わ
し
ゅ
う
あ
ん

医
学
の
流
れ
に
属
し
た
学
者
・
香
川
修
庵
な
ど
も
、「
自
我
作
古
」を
提
唱
し
て
い
る
。
決
し
て
、
杉
田
玄
白
ら

蘭
学
者
だ
け
が
用
い
た
言
葉
で
は
な
い
。

さ
ら
に
重
要
な
の
は
、「
自
我
作
古
」は
必
ず
し
も
常
に
肯
定
的
な
意
味
を
持
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
時
に
否
定
的
に
用
い
ら
れ
、
厳
し
く
批
判
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
儒
学
の
経
典
で
あ

る『
論
語
』に
は
、「
子
曰
く
、
述
べ
て
作
ら
ず
、
信
じ
て
古
を
好
む
」と
い
う
一
節
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

（



）が
重
ん
じ
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
立
場
か
ら
見
る
と
、（



）と
い
う「
自
我
作
古
」の
態
度
は
、
非
常

に
（
ゴ
ウ
マ
ン
）で
（
フ
ソ
ン
）で
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
。
実
際
、
徳
川
前
期
に
活
躍
し
、
古
義
学
を
唱
え
た

国

語（
そ
の
�
）
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儒
者
・
伊
藤
仁
斎
は『
論
語
古
義
』の
な
か
で
、
孔
子
が
説
い
た「
述
べ
て
作
ら
ず
」「
信
じ
て
古
を
好
む
」と
は
、

「
自
我
作
古
」を
批
判
す
る
言
葉
で
あ
る
と
解
説
す
る
。
仁
斎
は
い
う
。
孔
子
が
聖
人
で
あ
る
の
は
、（



）と

す
る
態
度
を
戒
め
、（



）こ
と
を
好
ん
だ
か
ら
で
あ
る
、
と
。

む
ろ
ん
杉
田
も
ま
た
、「
自
我
作
古
」が『
論
語
』の
一
節
と
鋭
い
緊
張
関
係
に
あ
る
こ
と
を
強
く
認
識
し
て
い

た
。『
蘭
学
事
始
』の
な
か
で
杉
田
は
、「
自
我
作
古
」に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。
オ
ラ
ン
ダ
語
の
医
学
書
を

「
翻
訳
」す
る
際
、
臓
器
の
名
称
や
表
現
を
め
ぐ
っ
て
、
最
初
は「
漢
人
称
す
る
と
こ
ろ
の
旧
名
」を
用
い
て
訳
そ
う

と
し
た
。
し
か
し
そ
の
違
い
は
大
き
く
、
う
ま
く
訳
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
熟
考
を
重
ね
た
結
果
、「
自

我
作
古
」し
か
な
い
、
す
な
わ
ち
多
く
の
読
者
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
文
章
を
実
現
す
る
た
め
に
は「
我
よ
り
古
を

作
す
」し
か
な
い
と
決
意
し
、
訳
述
を「
工
夫
」す
る
に
至
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
に
は
、
従
来
の
東
ア
ジ
ア
の
用
語

で
は
捉
え
ら
れ
な
い
、
新
た
な
事
物
や
概
念
の
翻
訳
に
初
め
て
取
り
組
む
、
蘭
学
者
と
し
て
の
覚
悟
と
信
念
が
示

さ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
文
脈
に
お
い
て「
自
我
作
古
」と
は
、（



）、
と
い
っ
た
軽
薄
な
意
味
で
は
な
い
。「
自
我
作

古
」と
は
、
歴
史
的
に
先
人
た
ち
が
積
み
重
ね
て
き
た
学
問
や
教
え
を
重
ん
じ
、
深
い
敬
意
を
払
っ
た
そ
の
先

に
、
そ
れ
で
も
な
お
従
来
の
概
念
や
枠
組
み
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
事
象
に
直
面
し
た
際
、（



）学
術
的
態
度

で
あ
っ
た
。

そ
し
て
何
よ
り
注
意
す
べ
き
は
、
杉
田
に
お
い
て「
自
我
作
古
の
業
」が
、「
翻
訳
」の
作
業
と
深
く
結
び
つ
い
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
蘭
学
で
は
、
文
字
も
文
法
も
異
な
り
、
時
に
は
概
念
や
思
想
さ
え
異
質
な
、
異
文
化
の
言
語

で
あ
る
西
洋
の
オ
ラ
ン
ダ
語
を
、
い
か
に
自
ら
の
文
化
圏
の
言
語
に
置
き
直
し
て
理
解
す
る
か
が
最
大
の
課
題

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
蘭
学
者
た
ち
は
広
く
西
洋
学
術
に
触
れ
る
な
か
で
、
旧
来
の
儒
学
的
な
世
界
認
識
を
根
底
か
ら
改

め
た
。
例
え
ば
杉
田
玄
白
は
、「
中
華
」を
世
界
の
中
心
と
考
え
る
旧
来
の
世
界
観
を
問
題
視
し
、
人
間
が
の
っ
と

る
べ
き「
道
」と
は
決
し
て
中
国
の
聖
人
が
作
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
天
地
自
然
の
も
の
で
あ
る
と
批
判
し
た
。
そ

の
う
え
で
、
杉
田
は
喝
破
し
た
。
地
球
は「
一
大
球
」で
あ
り
、「
万
国
」は
そ
の
う
え
に
ひ
と
し
く「
配
居
」し
て
い

る
。
誰
も
が
自
分
の
国
を
世
界
の
中
心
で
あ
る
と
誤
解
し
て
い
る
が
、
地
球
全
体
で
み
れ
ば
、
中
国
も
ま
た「
東

海
一
隅
の
小
国
」に
過
ぎ
な
い
、
と
。

し
か
し
同
時
に
蘭
学
者
た
ち
は
、
自
ら
が
生
き
る
東
ア
ジ
ア
の
思
想
的
伝
統
を
批
判
的
に
相
対
化
し
つ
つ
も
、

翻
訳
に
よ
っ
て
西
洋
学
術
の
内
容
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、
東
ア
ジ
ア
の
語
彙
や
概
念
を
用
い
る
必
要
が
あ
っ

た
。
そ
れ
ゆ
え
蘭
学
者
は
漢
語
に
も
深
く
精
通
し
、
そ
こ
に
（
フ
ク
ザ
イ
）す
る
（
フ
ヘ
ン
テ
キ
）な
含
意
を
内

在
的
に
拡
張
さ
せ
、
最
大
限
に
活
用
し
た
。
東
ア
ジ
ア
の
学
問
的
伝
統
を
基
礎
に
、
西
洋
文
物
と
不
断
の
対
話
を

試
み
、
翻
訳
を
通
じ
て
、
古
く
か
ら
存
在
す
る
漢
語
に
新
た
な
意
味
を
吹
き
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

し
ん
け
つ

大
槻
玄
沢
は
蘭
学
を「
訳
学
」と
捉
え
、「
訳
は
蘭
学
者
の
真
訣
な
り
」と
説
い
て
い
る
。
蘭
学
者
た
ち
は
そ
の
出

発
点
か
ら
、
西
洋
世
界
と
い
う
自
ら
と
異
質
な
文
化
圈
の
な
か
で
形
成
さ
れ
た
概
念
や
思
想
を
、
自
ら
の
思
想
的

伝
統
の
内
側
か
ら
捉
え
直
し
、
社
会
に
定
着
さ
せ
る「
翻
訳
」に
自
覚
的
で
あ
っ
た
。「
自
我
作
古
の
業
」と
は
、
初

め
て
触
れ
る
西
洋
の
概
念
と
東
ア
ジ
ア
の
文
化
的
伝
統
と
の
間
の
緊
張
関
係
の
な
か
で
営
ま
れ
る「
翻
訳
」の
作
業

と
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
。
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福
沢
と
小
幡
は
、
こ
う
し
て
洋
の
東
西
の
（
カ
キ
ョ
ウ
）を
試
み
る
蘭
学
の
（
エ
イ
イ
）に
光
を
当
て
、
杉
田

玄
白
ら
蘭
学
草
創
期
の
学
者
た
ち
の
学
問
活
動
を
、「
自
我
作
古
の
業
」と
し
て
（
シ
ョ
ウ
ヨ
ウ
）す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
慶
應
義
塾
が
そ
の
精
神
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
高
ら
か
に
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
み
て
い
く
よ
う
に
、
福
沢
の
思
想
を
支
え
る
柱
と
な
る「
文
明
」や「
窮
理
」、「
演
説
」、「
自
由
」や

「
通
義
」と
い
っ
た
概
念
も
ま
た
、
翻
訳
を
通
じ
た
思
想
的
格
闘
の
産
物
で
あ
る
。

（
大
久
保
健
晴
著「
今
を
生
き
る
思
想

福
沢
諭
吉

最
後
の
蘭
学
者
」（
一
部
省
略
・
一
部
改
変
）

む
せ

設
問
�

傍
線
部

に
お
い
て
、「
感
涙
に
噎
び
て
無
言
に
終
わ
る
」と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
二
行
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。

設
問
�

括
弧

と
括
弧

に
は
、
い
ず
れ
も
自
我
作
古
の
意
味
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
を
二
行
以
内

で
述
べ
な
さ
い
。

設
問
�

括
弧

に
は
、「
子
曰
く
、
述
べ
て
作
ら
ず
、
信
じ
て
古
を
好
む
」と
い
う
論
語
の
言
葉
の
意
味
を
要
約

し
た
も
の
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
一
行
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。

設
問
�

括
弧

に
入
る
言
葉
に
最
も
相
応
し
い
も
の
を
一
つ
次
の
中
か
ら
選
び
な
さ
い
。

ア

自
分
の
心
を
偽
っ
て
生
き
よ
う

イ

自
分
の
軽
率
な
功
名
心
か
ら
我
が
意
に
よ
っ
て
先
例
を
作
ろ
う

ウ

自
分
の
栄
達
を
願
っ
て
上
位
に
迎
合
し
よ
う

エ

足
ら
な
い
こ
と
に
不
満
を
も
っ
て
他
に
意
見
し
よ
う

オ

他
人
の
手
柄
を
横
取
り
し
て
栄
誉
を
得
よ
う

設
問
�

括
弧

に
入
る
言
葉
に
最
も
相
応
し
い
も
の
を
一
つ
次
の
中
か
ら
選
び
な
さ
い
。

ア

事
を
な
す
う
え
で
必
ず
周
囲
に
配
慮
す
る

イ

事
を
な
す
う
え
で
必
ず
古
を
新
規
に
改
作
す
る

ウ

事
を
な
す
う
え
で
必
ず
真
理
を
熟
慮
す
る

エ

事
を
な
す
う
え
で
必
ず
古
を
超
越
す
る

オ

事
を
な
す
う
え
で
必
ず
古
を
手
本
と
す
る

設
問
�

括
弧

に
入
る
言
葉
に
最
も
相
応
し
い
も
の
を
一
つ
次
の
中
か
ら
選
び
な
さ
い
。

ア

何
で
も
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
さ
い

イ

何
事
に
も
失
敗
を
お
そ
れ
て
は
い
け
な
い

ウ

周
囲
の
目
に
と
ら
わ
れ
ず
に
生
き
な
さ
い

エ

物
事
に
は
熱
い
心
を
も
っ
て
臨
み
な
さ
い

オ

古
い
も
の
に
も
良
い
も
の
が
あ
る
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設
問
�

括
弧

に
入
る
言
葉
に
最
も
相
応
し
い
も
の
を
一
つ
次
の
中
か
ら
選
び
な
さ
い
。

ア

こ
れ
を
回
避
し
な
が
ら
も
正
解
に
到
達
し
よ
う
と
す
る

イ

そ
の
問
題
点
を
熟
考
し
、
あ
く
ま
で
真
理
を
追
究
し
よ
う
と
す
る

ウ

決
意
を
も
っ
て
一
歩
前
に
足
を
踏
み
出
す

エ

毅
然
と
し
た
態
度
で
正
面
か
ら
打
破
を
試
み
る

オ

信
念
を
も
っ
て
旧
来
の
手
法
の
良
さ
を
適
用
し
よ
う
と
す
る

設
問
�

傍
線
部

は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
四
行
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。

設
問
�


か
ら

ま
で
の
括
弧
の
中
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い（
大
き
く
楷
書
で
丁
寧
か
つ
読
み
易

く
書
く
こ
と
。
読
み
に
く
い
場
合
に
は
採
点
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。
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